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領域 中心問題 実人員 延べ人員 実人員計 延べ人員計
人 人 人 人
人生観 2 12 
対人関係 22 (2) 223 (30) 
恋愛問題 4 ( 1) 8 (3) 
心理適応相談 家族関係 2 18 (16) 
(45) 
2 (1) 52 (3) 
181 2，799 (860) 
言語障害
35.2% 82.3% 
性格問題 20 (6) 224 (41) 
心理障害 114 (34) 1，942 (765) 
精神障害 15 (1) 320 (2) 
学部・科・進路 244 (58) 312 (82) 
(67) (106) 





卒業後の進路 7 (1) 9 (2) 19 ( 5) 33 (13) 
職業相談
職業選択 12 (4) 24 (11) 3.7% 1.0% 
グループワーク 8 (3) 88 (19) 
8 ( 3) 88 (19) 
1.6% 2.6% 
他 27 (3) 64 (9) 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4月 5月 6月 7月 8月 9月
肉体労働 38.0 46.4 33.3 51.2 61.2 69.0 
知的労働 35.5 35.0 37.5 52.0 51.6 45.7 


































































































































































































































































































































































自民党 4.8% 9.2% 
社会党 57.6 39.4 
共産党 10.7 5.4 
支持政党なし 21.6 38.7 
政党に無関心 2.3 4.7 































































年 度 昭和35年 昭和42年
職 種 全学生 全学生 男子 女子
公務員 24.5% 22.1% 23.2% 20.1% 
公務員以外の
35.0 41. 5 38.8 46.9 
俸給生活者
商工業者 18.3 18.2 20.8 13.2 
農漁業者 4.9 5.0 5.9 3.1 
自 由業 8.3 5.9 4.4 8.8 


































































































































































支持政党 比 率 支持政党 比 率
自民党 3.3% 新左翼 4.0% 
民社党 4.9 公明党 0.7 
社会党 20.3 その他 1.4 
共産党(自主独立派) 7.4 支持政党なし 47.1 





























































































収支 支 出 収 入 過不足額
年度
支出合計 勉学費 交通費 娯楽 食日費常雑・住費居等費 家仕庭送からの アルバイト (8)+ω-ω i踊学形態 ω 目書好費 。ω (C) 
昭43和年
自宅通学者 10.515 3.002 1.362 2.573 3.578 5.643 6.997 +2.125 
自宅外通学者 23.935 2.872 819 2.325 17.919 17.940 6.997 +1.002 
昭45和年
自宅通学者 15.144 3.102 1.722 3.078 7.242 7.619 8.024 + 499 
自宅外通学者 28.076 3.471 865 3.021 20.719 21.146 8.024 +1.094 
昭47和年
自宅通学者 19.941 3.350 2.403 3.720 10.468 11.368 11.344 +2.771 
自宅外通学者 34.171 3.958 1.217 4.338 24.658 25.165 11.344 +2.338 
昭49和年
自宅通学者 24.008 4.418 3.174 4.839 11.577 10.694 16.595 +3.281 
自宅外通学者 46.470 5.211 1.453 5.222 34.854 37.291 16.595 +7.146 
5昭4和年
自宅通学者 35.550 7.110 4.620 7.615 16.205 14.882 25.210 +4.542 











質 問 小学校 中学校 高等学校 浪人中 無 答
大学への進学を決めた時期 34.3% 39.6% 14.9% 一% 11.8% 
志望大学を決めた時期 3.7 7.3 79.1 6.1 3.8 










進学動機 王 高リ 計 進学動機 王 高リ 言十
専門的学問・技術の修得 54.6% 20.0% 37.3% ただ大学へ入ればよい 0.7% 1.1% 0.9% 
教養をつけ人間的に成長 28.4 29.9 29.2 就職したくなかったから 0.6 3.9 2.3 
大学生活をエンジョイ 4.7 19.0 11.9 親がすすめたから 0.1 1.6 0.8 
学歴を得るため 2.3 7.1 4.7 その他 1.4 1.6 1.5 
就職条件をよくするため 1.9 6.7 4.3 
























































































































































































































































































































































表 2-2 -10 大学職員による最近の学生のイ メ ジー
動物 植物 飲食物 色彩
群性 23人 顕示 16人 平凡 31人 淡色 27人
茶番 15 浮遊 14 軽薄 19 白 22 
媛小 12 陰性 1 手軽 9 淡黄 13 
夜型 10 受動 7 脱力 8 青 10 
惰眠 10 遍在 7 雑多 6 透明 7 
遊戯 8 暖昧 6 多様 5 i炎紫 5 












動物 植物 飲食物 色彩
活発 19人 和風 15人 和風 23人 青 24人
惰眠 18 扶養 12 無味 14 紺 17 
孤高 1 依存 9 i茶味 12 灰 13 
勤勉 10 無駄 8 苦味 10 淡賞 7 
悠然 10 型壁毘 7 甘味 8 透明 7 
怠惰 7 平 凡 5 栄養 6 賞 4 
































































出身地 昭和61年 昭和62年 差 出身地 昭和61年 昭和62年 差
北海道 30人 37人 +7人 近畿 1，463人 1，297人 -166人
東北 37 49 +12 中国 193 199 +6 
関東 282 452 +170 四国 108 117 +9 



















































































































































































学 学 学生課長 l人 掛長 3人 掛員 10人 内定員内 18人
課長補佐 2人 専門職員 2大 事務補佐員 5人 定員外 12人
生 生 臨時用務員 7人
部
厚生謀長 1人 掛長 1人 掛員 5人 内定員内 12人
部
課長補佐 1人 専門職員 4人 事務補佐員 5人 定員外 7人
長 次 臨時用務員 2人
入試課長 1人 掛長 2人 掛員 7人 内定員内 13人
長 課長補佐 1人 専門職員 2人 事務補佐員 1人 定員外 l人
人
1 留学生課長 1人 掛長 4人 掛員 2人 内定員内 8人
人










クラブマンドリ ンオーケストラ 吹奏楽団 リコーダ一同好会 E.M
B.G. こんぺいとう 軽音サークル・ Zets 吉田音楽製作所山城組民
族舞踊研究会 ALL京大舞踏研究会アマチュアダンスクラブ劇団












































f本: I KIDDY KIDS 軟式庭球同好会スキー同好会・スノーパンサー基礎
に|スキークラブ・ラスカル青城サッカークラブ ラクロス部 ラグビ一同
所|



















































りこえて 真実を求め ともに考え前進しよう 真の学問文化を追
求するなかで
第8回|昭和41年|青年よ その隣で真実を見よ

































第24回|昭和57年|草の根も 花が咲いたら ひざまずき ひろひとおがんでむせび
泣く 人は昔にや戻れない ピーピーヒャララ ピーヒャララ
第25回|昭和58年|万声ー京極祭色騒がぬ民に盛りなし
第26回|昭和59年|海を、荒れた海を見つめながら 彼女は暗いた「わたしは 誰?J 
第27回|昭和60年|もうすぐきっと冬になる 騒ぐんだったら 今のうち





















































































































学部 入学者 留年者 留年率
文学部 225人 76人 33.8% 
教育学部 67 19 28.4 
法学部 415 215 51.8 
経済学部 251 79 31.5 
理学部 306 96 31.4 
医学部 124 5 4.0 
薬学部 92 4 4.3 
工学部 1，031 231 2.4 
農学部 339 62 18.3 


































全 学部 フEd賢~ 国費 私 種 全 学 研~ 国 私費
留 費 jlJ 留 部 資
学 学留 生留学 留学 留学 年度
会ィ与ーι 留学生 留学 学留 留学
生 生 生 生 生 生 生 生
246 45 201 127 119 昭和61年 526 55 471 267 259 
218 43 175 III 107 昭和62年 582 62 520 273 309 
233 33 200 116 117 昭和63年 675 71 604 298 377 
214 31 183 105 109 平成元年 714 71 643 295 419 
214 22 192 101 113 平成2年 764 71 693 281 483 
226 27 199 116 110 平成3年 770 67 703 277 493 
240 34 206 124 116 平成4年 808 70 738 274 534 
282 42 240 142 140 平成5年 895 82 813 317 578 
340 51 289 177 163 平成6年 892 87 805 317 575 
364 48 316 189 175 平成7年 921 96 825 324 597 
426 53 373 215 211 平成8年 968 99 869 343 625 
同年、第32回国立7大学総合体育大会で主管枝京大は、空子、水泳、ハン
ドボール、弓道(男子)、洋弓、バスケットボール、ヨット、体操の 8種目で
優勝し、総合優勝を果たした。
C 学生運動
平成元(1989)年 3月25日、昭和34(1959)年に大学が旧京都織物株式会社の
女子工員寄宿舎2棟(木造2階建て)を譲り受け開設して以来、永年、早朝の
紫匂う比叡の山並みに青春の清き夢を通わせ、霧漂う月影淡き加茂のせせら
ぎに、詩心を求めた数多の若人を育んで、きた吉田西寮第 1・2棟は撤去され
た。昭和40(1965)年来の寮闘争を受け継いで‘きた寮生たちは、その前夜間寮
で最後のコンパを聞き、他人に壊させるに忍ぴないと、戸や床、天井や壁を
自分たちで打ち破り、宴を閉じた。この年は、農学部附属演習林のある芦生
地区にダムを建設しようとする地元の計画や、業者による大文字山東斜面の
ゴルフ場造成計画に、環境破壊の観点からの反対運動が市民とともに行われ
たが、学内問題では、全学的な特別な動きは見られなかった。平成2年に入
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つでも、 2月、経済学部での専門教育の強化のための選択必修科目の新設計
画に伴うカリキュラムの変更に反対する経済学部同好会の学部長団交があっ
た以外、前年に引き続き秋までは、学生運動と呼ぶべき動きは特になかっ
た。 5月、室町寮から在寮者名簿が提出された。 8月にイラク軍のクウェー
ト武力制圧が発生すると、またまた自衛隊の多国籍軍参加が話題になってき
たが、 9月11日には、京大緊急委員会と名乗る団体により、「自衛隊海外派
遣反対Jr聞位の礼反対」をスローガンとして、教養部入口はバリケード封
鎖され、前期試験が午前中、中止になった。また、教養部ストライキ実行委
員会と称する団体(中核派)が「自衛隊海外派兵反対Jr中東地域への京大か
らの医療団の派遣反対Jr即位の礼反対」を唱えて、総長に公開質問状を提
出し、その回答を求めていたが、非公認団体のため、総長は回答を拒否して
いた。 10月17日早朝、同団体約30名が総長室を占拠したため、大学は警察の
出動を要請、 18日機動隊が学生を排除退去させた。その際、学生2名が逮捕
されたが、本部2階での学生逮捕は7年ぶりのことであった。また12月3日
にも、教養部ストライキ実行委員会による「御所の茶会に反対する集会Jが
あり、教養部がバリケード封鎖された。
平成3(1991)年2月、熊野寮自治会は、近く退職する食堂の炊事人の後任
者の厚生面での条件確保のため、それまで拒否していた寄宿料提出で譲歩す
ることを決定し、同年3月、佐野哲郎学生部長との話し合いで、入退寮者の
『京都大学新聞』紙上での発表、寄宿料の一括支払い等で合意が成立し、永
年にわたった寮問題は大筋ですべて解消した。
教養部では以前より、ストライキ実行委員会のメンバーが、授業中の教室
に入りクラス討論を求める「クラス入り」を行っていた。授業が妨害される
ことも多かったため、教養部では 7月頃から複数の教官により、クラス入り
メンパーを説得、時には排除するようになり、授業は正常化されていった。
同年11月、自衛隊の国連平和維持軍(PKF)参加に際しての国会承認にかか
わる「国連平和維持活動(PKO)協力法案」が、衆議院の国際平和協力特別委
員会で強行採決されたため、 12月には同法案反対のため、正門脇にテントを
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張り、ハンスト・座り込みをする学生が現れた。平成4(1992)年5月18日か
ら20日にかけて、「ちょっと待った PKO! 緊急行動Jが、学生を含む各種
団体により開催され、学生たちは時計台からアッピール演説を行い、デモ行
進を行ったが、 6月16日、同法案は成立した。平成 5(1993)年、「モザンピ
クー PKO派遣反対学生集会」が5月14日に聞かれたが、参加者は20名程
度、また、 6月15日に時計台前で行われた集会も、京大・同志社大・大谷
大・関西大・大阪市立大・甲南大等から集まったにもかかわらず、 60名に過
ぎなかった。平成6(1994)年以降も学内での集会はほとんど聞かれず、学生
たちの学生運動離れはここまで進んできていた。
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